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　文理学園校友会では、事業の一環として会員情報の整理を
行っています。お住まいやご連絡先に変更のあった方は、各
校友会へお知らせください。また、近況等もお寄せ下さい。

住所等の変更について

I n f o r m a t i o n

 　2018年は全国各地で大きな災害が起こりました。被災された皆様には心よりお見舞いを申し上げますとともに、一日も早い復旧・
復興をお祈り致します。このような厳しい環境が続いていますが、学校法人文理学園は、設置校一体となって教育、研究、社会・地域貢
献活動を充実させ、人材の育成に努めているところです。卒業生の皆様におかれましては、母校の活動について今後とも応援いただきま
すようよろしくお願い致します。

　文理学園校友会では、会員の皆様方へ校友会の活動、ご案内をお知らせするためにホームページを開設しています。
卒業生向けの情報発信も行っていますので、ぜひご覧ください。
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申請方法

文理学園校友会のホームページから各学校の住所等の変更

届の書式をダウンロードして、各校友会へ郵便またはFAX

にてお送りください。メールでも受け付けています。

　学校法人文理学園はインターネットによる寄付金収納サー
ビスを導入し、2019年2月よりクレジットカード決済に対応
した寄付金募集を開始しました。詳細につきましては各設置
校または文理学園校友会ホームページより「寄付金について」
のページへお進みください。銀行振込（みずほ銀行、三井住
友銀行）での受付も継続して行っています。その場合は学校
法人文理学園総務部法人総務担当（097-524-2724）まで
お問合わせ下さい。皆様からの温かいご支援をお願いします。

インターネットでの寄付金募集をスタート

　卒業証明書、成績証明書等各種証明書の申込は、各設置校
で受け付けています。

［お問合せ先］

■日本文理大学　教務・学生支援担当 TEL：097-524-2704
■日本文理大学医療専門学校　事務室 TEL：097-524-2857
■日本文理大学附属高等学校　事務室 TEL：0972-22-3501
（休業日：土・日・祝日、電話・窓口事務時間：8：30～17：00）

各種証明書申込について

文理学園校友会　ホームページのご案内

　WEBサイト版 NBU総合インタビューマガジン『CROSS』
では、日本文理大学で活躍する研究室や学生・先生など、さま
ざまな「人」をご紹介しています。ぜひ、ご覧ください。

http://cross.nbu.ac.jp/

WEBサイト版NBU総合インタビューマガジン『CROSS』

　卒業生親族の皆様への入学割引制度がございますので、ぜひご利用ください。

卒業生親族の入学割引制度

対 象 校

日 本 文 理 大 学

日本文理大学医療専門学校

日本文理大学附属高等学校

本学卒業生または在学生の子弟・兄弟姉妹

本学卒業生または在学生の3親等以内の者

本学卒業生または在学生の子弟・兄弟姉妹が入学、
かつ通算で3名以上の在籍となる場合、3人目より適用

本校卒業生の子・在校生の兄弟姉妹

本校卒業生・在校生の3親等以内の者

学校法人文理学園設置校を卒業して本校に入学する者

本校卒業生（卒業後3年以内）・在校生の弟妹

入学金全額免除

入学金半額免除

入学金全額免除＋
入学年度授業料の半額免除

入学金全額免除

入学金半額免除

入学金全額免除

授業料半額免除

内　容対象者

※2019 年３月現在

※奨励金制度など、その他の減
免制度との併用はできません。

文理学園校友会 



大戸  隼輔さん

大分県警察 巡査

物事の捉え方を変えることで見つけた自分の進むべき道

2013年3月　　　　大分県立大分商業高等学校　国際経済科　卒業
2017年3月　　　　日本文理大学　経営経済学部　経営経済学科　卒業
2017年4月～現在　大分県警察

プロフィール

地域の安心・安全を守るため日夜奮闘

現在は大分市内の交番にて地域の安全を守っています。遺失
物や盗難などのトラブル対応、パトロールでの交通違反の取締
り、事故現場の確認など、いわゆる110番通報の対応をして
います。最近特に多いのが詐欺のメールや電話に関する相談で
す。自分にとっては何度も耳にする内容ですが、相手にとって
は初めてのこと。不安な気持ちを察しながら、状況をしっかり
確認し、これ以上被害に遭わないための対策を具体的に伝えて
います。困っている人に寄り添うよう心がけているのは、母校
の教えや地域交流活動の経験が大きいです。

学生時代の教えを胸に日々の業務と向き合う

病院では “地域とともに歩み良質で高度な医療を提供する
患者さま中心の病院を目指す” という理念にもとづいて全部
署が連携しています。私は学生会の経験を経たことで、患者
さんとのコミュニケーション、同僚との意思疎通を図る際、
意見を聞き入れながら自分の意思を伝えるようにしています。
今は、技術力の向上と患者さんに寄り添った対応を身に着

けられるよう、すべてが学びの毎日です。恩師の「謙虚に生
きなさい」という言葉の意味をかみしめ、患者さんとのやり
とりや上司や先輩の指導など、言葉だけでなくちょっとした
表情やしぐさなどからでも「何か」を学びとれるよう、丁寧
に業務に取り組んでいきたいです。

運命を変えた人間力育成センターでの活
動体験

人間力育成センターで取り組んでいたグローバルワークキャ
ンプの体験が大きな人生の転機となりました。世界各国の学生
と大気汚染問題などの社会問題を議論し、生活を数日間ともに
しました。実感したのは、国の文化の違いによって問題の捉え
方が違うこと。それを肌で感じたとき、自分の視野が広がって
いくのが実感できました。そのため、次の開催では中心的役割
を担いたいと自ら運営に関わり、一年かけて分科会の企画やモ
ンゴル人学生の参加勧奨を行いました。

主体性が身に着いたモンゴル訪問

キャンプに参加するモンゴル人学生が少なかったので、参加
勧奨するべく現地の学校へと赴きました。日本語やモンゴル語
がお互い通じない中、片言の英語や辞書の指差し、ジェス
チャーでイベントの趣旨やプログラムについて熱意を持って説
明し、通じ合えたことが嬉しかったです。そして、キャンプ後
には自分が発信したSNSがモンゴル語ばかりになるほど世界
の人と繋がることができ、世界への入口に立ったような気がし
ました。語学力も必要ですが、熱意をもって伝えるというコ
ミュニケーションの基礎を教わり、外国人の住民や観光客が増
える中、現職でも役立てられるのではないかと思っています。

培われた経験をもとに交通死亡事故の減少
を目指す
主体的に考えて行動を起こすことが、自信につながりまし

た。以前の私は様々なことに苦手意識を持っていましたが、こ
のような交流を通じて「苦手意識は自分だけではない。相手も
抱いているかもしれない」と考えられるようになりました。自
分の「常識」がくつがえるほどものの見方が変わる経験をし、
なににでもチャレンジしてみようと思うようになりました。
学生時代はツーリングが趣味でした。時に危険が伴うバイク

を安全に乗ってもらいたいと、事故を未然に防ぐ指導ができる
警察官なりたいと考えました。その想いを胸にバイクの運転経
験から安全の必要性を訴えつつ、交通死亡事故を少しでも減ら
せるよう職務を遂行していきたいと思います。

痛みと向き合う仕事だからこそ笑顔を大切に

診療放射線技師として宮崎病院へ就職してもうすぐ２年と
なります。最初はMRIの撮影もぎこちなく、いざ患者さんを
目の前にするとプレッシャーを感じてうまくいかないことも
ありましたが、今では患者さんの負担を少しでも軽減できる
よう、撮影前に笑顔で声かけができるようになりました。患
者さんのホッとした表情になる瞬間が見られると、嬉しさと
やりがいを感じます。近い将来はマンモグラフィの資格を取
得するべくさらに専門知識を深めたいと考えています。

学び続ける姿勢が身に着いた３年間
高校は商業高校でした。進路の先生から診療放射線技師の

話を聞いた瞬間に興味を抱き、目標を定めて進学に向け頑張
りました。最初は理系分野の勉強についていけるか不安で一
杯でしたが、先生方が常に質問を受けてくれ、理解を深める
ことができました。授業開始前には前回分のレポートを毎回
提出するのですが、国家試験前に見返すと要点がしっかりま
とめられて良い復習となり、合格することができました。こ
のように学ぶ習慣が身に着いていたので、就職後も日々の業
務を振り返り、疑問に感じたことを専門書で調べる毎日が続
いています。

目標に向かって連携することを学んだ「学生会」
学生時代の３年間は「学生会」に参加し、スポーツ大会や

卒業パーティー、国家試験前の壮行会などを取りまとめてい
ました。高校までは運営に関わったことがなかったので、経
費のやりくりや会議での意見出しなど、裏方の大変さを初め
て知りましたが、ひとつひとつ形にできたことは大きな自信
となりました。最終学年は会長を務め、会議で自分が思って
もいない意見が出ても受け入れる力がつき、最後には自分が
決めるという強い責任感をもつことができました。学生時代
は、楽しさだけではなく、大いに悩んだ日々でもあり、まさ
しく青春でした。

卒業生イン  タビュー
夢に向かい歩み進め　　る卒業生に聞く！

日本文理大学 経営経済学部 
経営経済学科 2017年卒

竹本　翠さん

宮崎県立宮崎病院 診療放射線技師

2014年3月　　　　宮崎県立宮崎商業高等学校　商業科　卒業
2017年3月　　　　日本文理大学医療専門学校　診療放射線学科　卒業
2017年4月～現在　宮崎県立宮崎病院 　診療放射線技師

プロフィール

日本文理大学医療専門学校　
診療放射線学科　2017年卒

仕事でやりがいを感じる時は？　  どんな目標を持っているの？
夢や目標に向かい自分らしく歩み　  進めるＯＢ・ＯＧに聞きました！

［日本文理大学］ ［日本文理大学医療専門学校］

大学時代、人間力育成センターの活動に出会い、物事の捉え方が変化。苦手意識を克服し、積極的に何事も
取り組めるように。今は警察官として自分の使命を見出している。

目標に向かって仲間と心をひとつに
商業高校から理系分野となる医療の道へ転身。在学中は、国家試験合格のための勉強だけではなく、
学生会の活動を主導。目標に向かって仲間と連携することの大切さを学んだ。

ね　　　ぎ　　　　しゅん　  すけ たけ　　もと　　　　　  みどり
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あっぷる 角子原店
日本文理大学から車で10分ほどの場所にあるお弁当屋さん。揚げも
の中心の豊富なメニューはもちろん、器からあふれそうな程ボリュー
ム満点でおいしいお弁当は、特に運動部から支持されています。

長年附属高校で昼食を販売して
きたお弁当屋さん。時には生徒
の熱い要望に応えたメニューを
作ってくれるアットホームな雰
囲気も人気のヒミツです。

種類豊富な品ぞろえと、おしゃ
れでかわいい地元でも人気のパ
ン屋さん。附属高校OBが店長と
していらっしゃるので、ぜひ店舗
にも足を運んでみてください！

夢に向かい
歩み進める

卒業生に聞く！

本田 祥さん

株式会社大分銀行

人間的成長ができた地元だからこそ盛り上げたい

2009年3月 日本文理大学附属高等学校 普通科 特別進学コース　卒業
2013年3月 横浜国立大学 教育人間科学部 学校教育課程  卒業
2013年4月～2017年7月 三井生命保険株式会社
2017年8月～現在 株式会社大分銀行

プロフィール

日本文理大学附属高等学校　
普通科特別進学コース　2009年卒

［日本文理大学附属高等学校］

高校時代、特別進学コースで学業と部活を両立。時間をやりくりし、生徒会長まで務めあげた。子どもが
生まれたことを機にＵターンし、地元での人のつながりを財産に地域の活性化に取り組む。

毎日の学校生活の中で楽しみだったのが、
友人と語らいながら食べたお昼ご飯。
そんな学生時代の懐かしい『思い出めし』を集めてみました。

ぼくの
わたしの

思い出めし

地元の顔として繋がる嬉しさ
大学卒業後は新卒入社で東京本社の保険会社に勤めていまし
たが、転勤が多く、子どもが生まれたことをきっかけに自然豊
かな地元へ戻ろうと大分銀行へ転職しました。現在は佐伯支店
で法人・個人の融資相談や投資信託などを取り扱っています。
銀行業務は前職の保険と比べて様々なアプローチでお客様の課
題解決ができるので、魅力を感じています。また、地元という
ことで附属高校の先輩後輩やなじみのある企業も多く、佐伯で
働く環境をいかに明るく楽しくできるかを考えながら、日々の
業務に取り組んでいます。

文武両道の厳しさと得られたもの
附属高校へは野球部の監督のスカウトで、大学進学も考えて
特別進学コースに入学。学業と部活の両立で、毎日が時間との
勝負。朝６時に起床、朝練後０限から８限目まで授業を受け、
他コースの部員とは２時間半遅れで練習に参加。家に帰れば明
日の授業の準備など深夜まで起きていました。３年時には生徒
会長も任され、独自の勉強法や集中した練習への取組みで充実
した学校生活を過ごしました。この３年間の取組みで苦労の末、
達成感を味わえたことは、今でも支えとなっています。仕事で
大変なことがあっても高校時代のことを思い起こせば、乗り越
えられないことはないと奮起できます。

多様な文化と厳格な校則で磨けた内面

附属高校は、関西や福岡など県外からも多くの生徒が集まっ
ていました。汐風祭での奄美大島の伝統的漁船を使用したサバ
ニ漕ぎ競争など、佐伯にいながら県外の文化を学校生活や行事
で体験できたことは貴重でした。また、校長先生が校則に厳しく、
眉毛をいじるのもＮＧ。自分のことを「私」と言うのにも違和感
がありましたが、社会人になってきちんとした振る舞いや言葉遣
いが自然と身に着いており、感謝しています。
もしも自分の息子が「附属に入りたい」と言ったら喜んで薦め

ます。多感な年代に田舎で育ちつつも多様な文化に触れること
で、人間として成長できたので、子どもにも同じような経験をさ
せたいと思っています。

母校とともに地元を活気づけたい

佐伯に戻ってきて高校時代の友人や先生方と改めて繋がりを
持てたことは、自分にとって何よりの財産となっています。
私自身、様々な地域で生活しましたが、やはり佐伯が一番だ

と感じています。海遊びができる自然環境の豊かさや人の温か
さなど、どれをとっても全く悪い思い出がありません。人口減
少になる社会の中、若い人たちも佐伯の暮らしをより充実でき
るよう、資金運用の面から地元経済をバックアップしていきた
いと思っています。
また最近では仕事で地元の行事である進水式やお祭りに関わ

ることが多くなり、母校の生徒や先生を見かける機会も増えま
したので、一緒に地域を盛り上げていけたら嬉しいです。

ほん　　 だ　　　　しょう

日本文理大学

日本文理大学医療専門学校

日本文理大学附属高等学校

キャンティーン（学食）

石窯パン工房
MOCO MOCO

アゴラ

ことや

肉うどん　380円

から揚げ南蛮弁当
620円

チョコ棒
180円

カレーパン
170円

牛肉のうまみと香りのよい出汁のバラン
スが絶妙！うどんの優しい味わいと食欲
をそそる甘辛いお肉の組み合わせは老若
男女問わず人気です。

唐揚げ丼　360円
ほかほかのごはんと唐揚げの最強コンビ
に、マヨネーズと紅ショウガをプラスし
た人気NO.1メニュー。唐揚げとごはんに
かかった甘ダレの相性も抜群！

チキン南蛮セット　500円
甘酢を絡めたチキンとタルタル
ソースが食欲をそそるチキン南
蛮は、アゴラの定番メニュー。

ハンバーグ弁当
500円

NBU情報センター最上階の展
望レストランアゴラは落ち着い
た雰囲気の中、ワンコインで頂
けるランチが人気です。

人気メニュー
Go

od

お
す
す
め

附属高校OB
店長 大賀和徳さん

※掲載している販売価格は、税込表記で2018年12月時点のものです。

ランチタイムには学生から地域の方まで多くの人でに
ぎわう学食はおいしくて、リーズナブル！定番のどん
ぶりからうどん、日替わりメニューまで学生のことを
考えたメニューを取り揃えています。

卒業生
インタビュー
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ホームカミングカフェ

ブレーブスを見に
来ました。かっこよ
かったです。
・・・・・・・・・・・・・・・
黒木　久司　商学科
1987年卒

久しぶりに来ました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
比屋根　陽文　機械工学科
1975年卒

がんばってください。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
髙橋　賢一　経済学科
2005年卒精神障害の人権について

考えてほしいです。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
手島　荘勇　経営工学科
1988年卒

お元気ですか？学生生活
楽しんで下さい！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
衛藤　志保　情報メディア学科
2012年卒

頑張れ！！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
有田　耕治　航空工学科
1985年卒

NBU最高です。
・・・・・・・・・・・・・
岩本　章博　
経営経済学科
2011年卒

日本文理大学校友会福岡
支部長をしています。大学
時代にできた友人は、一生
の宝物です。卒業後も大切
にしてください。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
河邉　博康　航空工学科
1991年卒

卒業後は割と勉強したこと
が役に立っています。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
山本　佳史　建築デザイン学科
2008年卒

学生生活を楽しんで下さい。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
佐藤　璃奈　経営経済学科
2018年卒

必死に遊べ！
・・・・・・・・・・・・・・・・・
那谷　具彦　経済学科
1997年卒

いっぱい遊んで！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
増田　茜　情報メディア学科
2012年卒

楽しい大学生活を
送って下さい！！
・・・・・・・・・・・・・・・
穴見　郁也　
航空宇宙工学科
2016年卒

発展されている姿、さら
に進んで下さい。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
半田　賀嗣　工業化学科
1989年卒

応援してます。頑張っ
てくださいね！
・・・・・・・・・・・・・・・・・
杉下　誠　工業化学科
1989年卒

学生時代に仲間と思いっきり、遊んで、
勉強して、楽しんでください。その経験
は企業で働く時の財産になるはずです。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
河野　伸哉　機械工学科
1993年卒

進学を許してくれた両親への感謝の心を
忘れず、4年間のキャンパスライフの中で
就職に結び付けることのできる学力、知
識、資格を多く身に着けるように努めま
しょう！（適度に遊ぶ事も大切です）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
緒方　慶文　環境マテリアル学科
2009年卒

一生懸命にガンバレ！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
伊東　敏彦　航空工学科
2003年卒

夢に向かってがんばって下
さい！！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
瀬口　澄子　経済学科
2001年卒

大分在住の方、お話す
る機会があればよろし
くお願いします。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
伊藤　正之　電気工学科
1989年卒

良い就職に向けて頑
張って下さい。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
田辺　秀一　土木工学科
1976年卒

人との出会いを大切に。
将来役立ちます。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
岩田　大樹　経済学科
2000年卒

時間が沢山あるので学生・
青春を楽しんで下さーい！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
岡﨑　光里　経営経済学科
2018年卒

学生時代はたくさんの仲間をつ
くる大切な時間です。たくさん
の仲間をつくって、今しかでき
ないことを頑張って下さい。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
林川　祥子　建築デザイン学科
2008年卒

いろんなことにチャレンジ
して下さい。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
大河　瑛斗　経営経済学科
2016年卒

楽しい学生生活を送ってく
ださい。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
日野　満之　経営経済学科
2017年卒

今のうちに色々なことに
チャレンジして下さい。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
三浦　公徳　航空宇宙工学科
2017年卒

人生の夏休みを楽しんでく
ださい！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
熊本　慶太　機械電気工学科
2018年卒

映像を作るならぜひ私へ！
（笑）大学のうちに遊んで
おいて！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
後藤　和典　情報メディア学科
2018年卒

やる気は大事だよ！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
御手洗　幸貴　機械電気工学科
2018年卒

楽しい学生生活を！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
佐藤　和彦　建築学科
1979年卒

皆様の活躍で盛り上が
りましょう！！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
水口　昭弘　経営工学科
1994年卒

とても楽しい1日でし
た。新しいものが発見で
きました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
益岡　宏行　電気工学科
1982年卒

学生時代を楽しんで下さい。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
伊藤　浩子　土木工学科
1997年卒

また、会報誌に皆様の写真と母校の人々へのメッセージをお寄せください。 　　alumni-gakuen@nbu.ac.jp
第52回一木祭は、2019年10月26日（土）、27日（日）開催！卒業生の皆様、ぜひお越しください。

2018年10月13日、14日に第51回一木祭を開催し、ホームカミングカフェ（場所：NBU情報センター１階）で卒業
生の皆様をお迎えしました。ホームカミングカフェは、卒業生の方々に母校や一木祭の写真展示などで懐かしい学生
時代、母校の移り変わりを感じ、旧交を温めていただきたく、昨年度の創立50周年を機に開設しました。卒業以来何
十年ぶりの方やお子様連れ、同級生同士のご夫婦など、沢山の方にお越しいただきました。

ホームカミングカフェを訪れた
卒業生のコメントを紹介！
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■『今選ぶなら、地方小規模私立大学！
　～偏差値による進路選択からの脱却～』
　を出版

2020年の入試改革を目前に各大学が教育改革を行う中、偏
差値ではない基準で学生から選ばれる大学として、本学が紹介
されています。本学は、学生の社会で生
き抜く力を伸ばす着実な取組みで、地
域に根ざし「選ばれる大学」として注目
を集めています。本書籍では、本学の10
年に及ぶ人間力教育、さらにはそれに
続くCOC（Center of Community）、
地域と一体となった教育改革の取組み
について紹介しています。ぜひお手に
取ってご覧ください。

■人間力フェスin一木祭

　2007年に開設した人
間力育成センターは “大
分全域” を学びのフィー
ルドに、地域での様々な
活動に取り組む学生たち
をサポートしています。
昨年度、開設10周年イ

ベントとしてスタートした「人間力フェス」は、学生による活動
報告会のことで、今回は地域の方々がたくさん集まる一木祭で
開催しました。８つのプロジェクトが報告を行い、参加した地域
の方からは「地域で学んだ学生から直接話を聞くことができて良
かった」「大学生が主体的に地域に参画することは、受け入れる
地域にとっても、大学生にとっても有意義だと感じた」などの感
想を聞くことができました。学生にとっても、これまでの活動を
振り返り、成果や課題、今後の展望等について共有する貴重な

機会になったようです。

■トンボの羽からヒントを得た
　「マイクロ・エコ風車」の研究開発

NBUマイクロ流体技術研究所では、凹凸のあるトンボの羽
の構造をヒントにした「マイクロ・エコ風車」の研究・開発
を行っています。この風車の羽根は、ペットボトルと同じ素
材を使用しているため、軽く、柔軟性があり、強風でも壊れ
にくいのが特徴です。また、微風でも回転し、発電できます。
この研究は、ネイチャーテクノロジー（自然に学ぶものづ

くり）として、小学校や中学校の教科書にも掲載され、エネ
ルギーや環境問題の観点からも大変注目されています。今後
は災害時の携帯電話の
充電、農地用センサー
などに利用する等の実
用化を視野に入れ、更
なる研究・開発を進め
る予定です。

■つながりある地域づくり支援
　～豊後大野市千歳町での活動～

　経営経済学科こども・福祉マネジメントコースでは、豊後大
野市千歳町の市民交流の場「楽らく広場ひょうたん」の活動サ
ポートを2015年度から行っています。
　この地区は3,000人ほどの規模の町ですが、地域コミュニ

ティのつながりが希薄になってきていることが課題にありまし
た。共働きの家庭が多く、保護者が昼間不在となり、地域に残
る高齢者と子どもをつなぎ、互いに支え合う関係ができるので
はないかと考え、大学生が間に入ってその関係づくりを支援す
ることとしました。
　そこで、楽らく広場ひょうたんでは、地域住民の「居場所
づくり」「交流の場」を目指し、週１回体操やレクリエ―ショ
ンなどを行っています。この活動を中心に他世代との交流を
図り、「顔の見える関係づくり」を行いました。この活動を通
じて、学生は参加者の年齢、性別、状況に合わせた対応や世
代が異なる場合でも楽しみながら交流を図れる活動方法を学
修しました。

　今後は、このような
「世代間でのつながり」
を活かして、「日常生活
の中での支え合い」の支
援へと広がっていくこと
を目指しています。

■進路探求セミナーで卒業生による
　ディスカッションを開催

2018 年 10 月 11 日
に進路探求セミナーを
開催しました。セミナー
では「充実した学生生
活を送るためには」を
テーマに、卒業生３名
によるディスカッショ
ン形式で在校生へアドバイスをいただきました。
卒業生からは、実際に医療現場で働くようになってから実感

した「学生時代にしておくべきこと」「医療現場で求められる

こと」「各職種における今後の課題」などが語られ、在校生に
とっては就職活動にも参考になる貴重な機会となりました。
セミナー終了後、受講した在校生は「日々の講義を大事にし

て、臨床現場で活躍できるように高い目標を持って努力を重ね
ていきます」と決意を新たにしていました。
勤務終了後の夕方から本校にお越しいただき、ご講演いただ

いた卒業生の皆様、ありがとうございました。

■大分県初KAKEHASHIプロジェクト
　in米国ワシントンD.C.

外務省が実施している交流プログラム「KAKEHASHIプロ
ジェクト」に大分県内で初めて本校の生徒が派遣されました。
本プロジェクトは日本と北米の将来性ある若者を相互派遣し、
双方の国の文化などを理解する活動です。
普通科特別進学コースの生徒18名がアメリカを訪問。生徒

たちは、ワシントンD.C.の大学や高校などに行き、現地の学
生と交流。日本への理解や日本の魅力を伝えるという使命のも
と、自国の文化を英語でどのように伝えていくかを各グループ
でまとめ、伝統的行事や建物、風習などについて英語でプレゼ
ンテーションを行いました。また、アメリカ歴史博物館や航空
宇宙博物館なども見学し、米国の現状を自分の目で確かめ、理
解を深めました。
参加した生徒からは、「実際に自分の目で見て体験すること

で、これまでとは違っ
た視点で様々なことを
考えることができた。
この貴重な体験を将来
に活かしたい。」と成長
が感じられる声を聞く
ことができました。

日本文理大学

日本文理大学

日本文理大学

日本文理大学

CAMPUS TOPICS
CAMPUS ACTIVITIES CAMPUS ACTIVITIES

日本文理大学
［工学部］
●第3回森のドローン・ロボット競技会企業賞を受賞
●特別講演会「航空機産業の現状と課題」を開催
●CANSAT「第14回能代宇宙イベント」ランバック部門2位
●建築学科 「トビタテ！留学JAPAN 大分県地域グローバル人材コー
ス」の派遣学生を選出
●情報メディア学科 映像音響処理技術者資格認定試験合格者11名

［経営経済学部】
●国民文化祭2018応援事業「絵本パレット」の一環として豊後大
野レール館を期間限定で開館

●株式会社ジョイフルによる寄付講座実施

［人間力育成センター］
●「子どもと家族・若者応援団活動事例紹介事業」チャイルド・ユー
スサポート章を受章
●豊後大野市犬飼町にて小学生対象のハロウィンイベント実施
●トヨタソーシャルフェス2018を大分合同新聞と合同で企画・運営
●「小学生のお仕事発見ランドin豊後大野」開催

その他の活動

日本文理大学医療専門学校
●大分県赤十字血液センターにて献血啓発活動
●日本赤十字社大分県支部の緊急時炊き出し体験に参加
●別府偕楽園主催「さくら祭り」にスタッフとして参加
●第53回日臨技九州支部医学検査学会にて発表
●リレーフォーライフジャパン大分大会2018に11回目の参加
●就業体験研修（杵築市）に参加
●小学生対象お仕事体験ランドに参加（医療ブース運営）

日本文理大学附属高等学校
●「サンタ！サンタ！サンタ！2018」日本文理大学と合同で４回目の参加
●豊後二見ヶ浦夫婦岩大しめ縄張替作業にボランティア参加
●大分県発明くふう展「クリーナー不要黒板消し」大分県工業連
会会長賞受賞
●吹奏楽部 ジャズのプロアーティストと交流会開催
●西浜海岸壁画制作ボランティアに参加

h t t p s : / / www . n b u . a c . j p / h t t p : / / i r y o u . n b u . a c . j p / http://nbuhs2013.wixsite.com/mysite-7
詳しくは日本文理大学HPをご覧ください。

詳しくは日本文理大学医療専門学校HPをご覧ください。 詳しくは日本文理大学附属高等学校HPをご覧ください。

1 四季の森
プロジェクト

2
少年の船

3 Kids Smile
Project

4 サンタ×３
プロジェクト

5 豊後大野
プロジェクト

6 国際交流
プロジェクト

7 災害
ボランティア

8 青少年体験
活動奨励制度

日本文理大学医療専門学校

日本文理大学附属高等学校

参加者へ各プロジェクトについて報告 多摩市立連光寺小学校（東京都）での出前授業

世代間交流としてクリスマス会を開催

卒業生によるディスカッション

米国・現地の学生と交流
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■チアリーディング部・レスリング部齋藤未来選手
　大分市市長表彰を受賞

チアリーディング部とレスリング部齋藤未来選手が市長表彰
を受賞しました。チアリーディング部は2018年8月31日～９
月２日に高崎アリーナ（群馬県高崎市）で行われた「JAPAN 
CUP2018日本選手権大会」での優勝に対して、レスリング部
齋藤未来選手（経営経済学部３年）は10月13日～14日に三
島市民体育館（静岡県三島市）で行われた「2018年全日本女
子オープン選手権大会」76kg級での優勝に対して、このたび
の表彰を受けました。 
チアリーディング部は前回準優勝の雪辱を果たし、見事優勝
に返り咲きました。強豪校ならではのプレッシャーがある中、
チーム力の高さで実力を発揮できました。
レスリング部齋藤未来選手は、2020年に開催される東京オ
リンピック出場を目指し、一戦一戦実績を積んでいます。この
大会での優勝を追い風にますますの活躍が期待されます。

■NBUミニラグビー教室開催

ラグビーのワールドカップの試合が2019年に大分県で開催さ
れることもあり、「たくさんの人にラグビーのルールや魅力を知っ
てもらおう」と、ラグビー部の学生が「ミニラグビー教室」を開
催しました。当日は晴天に恵まれ、青々とした芝生の広がるグラ
ウンドでラグビーボールの投げ方や受け取り方、蹴り方などを幅
広い世代の皆さんに体験
してもらいました。ラグ
ビーボールに触れる機会
の少ない参加者の皆さん
も、楽しそうに汗を流し
ていました。

■日本文理大学卒業生の坂本光士郎投手が
　東京ヤクルトスワローズに入団

2018年プロ野球ドラフト会議(新人選手選択会議)におい
て本学卒業生坂本光士郎投手(経営経済学科2017年卒)が東

京ヤクルトスワローズか
ら5巡目指名を受けまし
た。坂本投手は、大学4
年春から主戦を任され、
全国大会への出場に貢献
しました。卒業後は社会
人野球の新日鐵住金広
畑に所属し、先発の柱として活躍。MAX 148kmの直球を
武器に、即戦力左腕として今後の活躍が期待されます。

■鳥人間クラブ「第41回鳥人間コンテスト2018」に
　11年ぶり11回目の出場

鳥人間クラブは、「第
41 回鳥人間コンテスト
2018」（滑 空 機 部 門）
に 2007 年の出場以来、
11 年ぶり 11 回目の出場
を果たしました。

学生たちは、これまで先輩方が積み上げてきたノウハウに独
自の工夫を加えながら、出場に向けて機体の製作を行いました。
大会は 7月28 日、29 日に滋賀県の琵琶湖で行われました。

「滑空機部門」は 10ｍの助走で飛び出し、風の力だけで飛ぶ滑
空距離を競います。飛び立つときの角度と、いかに風の力を活
かせるかがポイント。台風 12 号による強風の影響を受け、難
しいフライトでしたが、記録 60.38m と全 20 チーム中第 7位
という健闘を見せてくれました。

■吹奏楽部 進水式に華を添える演奏披露

本校が所在する佐伯市は県南の商工業の中核都市として、古
くから造船業が盛んです。現在、市内には造船業社が３社あり、
進水式が毎月のように行われています。本校では、生徒が地域
社会の一員として自覚をもつことを目的とし、地元の行事やお
祭りに積極的に参加しています。その一環として進水式で吹奏
楽部が演奏を披露する機会を多くいただくようになりました。
進水式では、勇壮な「宇宙戦艦ヤマト」の演奏の中、澄み切っ

た青空に色とりどりのテープと風船が舞い上がり、巨大な船体
が豊後水道へ進水してい
きます。新たな門出を吹
奏楽部の演奏が後押し
し、会場一帯は拍手と歓
声に包まれるのでした。

日本文理大学

日本文理大学

日本文理大学

日本文理大学

日本文理大学附属高等学校

表彰式（左）チアリーディング部（右）レスリング部齋藤未来選手

琵琶湖へ滑空していく機体

喜びの会見（右から２人目坂本投手）

ボールを持ちながらタックルに挑戦

造船業が盛んな地元佐伯の進水式で演奏披露

CAMPUS TOPICS

SPORTS＆ART

預り金 
備品消耗品費 
旅費交通費 
印刷製本費 
通信費 
支払手数料 
会議費 
人件費 
雑費 
ホームページ運営費 
会員データ管理システム費 
周年記念事業助成費 
学生活動助成費 
借入金返済 
小計
次年度繰越
合　　計 

5,910,000
500,000
500,000
2,000,000
3,500,000
100,000
30,000

3,000,000
500,000
500,000
100,000
1,000,000
1,000,000
600,000

19,240,000
9,410,376
28,650,376

6,190,000
51,360
58,000
24,600
608

89,856
41,542

2,904,498
0

16,200
38,880

1,000,000
400,000
600,000

11,415,544
16,203,957
27,619,501

△ 280,000
448,640
442,000
1,975,400
3,499,392
10,144

△ 11,542
95,502
500,000
483,800
61,120

0
600,000

0
7,824,456

△ 6,793,581
1,030,875

会費へ振替@10,000×591名、退学者返金@10,000×28名（大学18、高校10）
サーバー設置等に関する事務用品等
役員総会等
角２封筒、名刺代
書類の送付
学校法人文理学園へ会費徴収事務委託料、振込手数料等
役員会お弁当代、沖縄地区打合せ等
事務補佐職員の給与

ホームページ修正
会員管理システムの使用料
大学創立50周年記念事業助成費
学生活動への助成
学校法人文理学園からの借入金の返済（3/5回目）

支
出
の
部

科　　目 予算額 決算額 差異 備　　考

科　　目 予算額 決算額 差異 備　　考
会費 
広告料収入 
雑収入 
預り金 
小計
前年度繰越金 
合計

6,090,000
200,000
1,000

7,130,000
13,421,000
15,229,376
28,650,376

5,995,000
0

125
6,395,000
12,390,125
15,229,376
27,619,501

95,000
200,000

875
735,000
1,030,875

0
1,030,875

@10,000×594名（大学359、医療116、高校119）、@5,000×9名

預金利息
@10,000×639名（大学300、医療139、高校200）、@5,000×1名（高校）

前年度繰越金

収
入
の
部

2017年度文理学園校友会決算書
（単位：円）

■日本文理大学へ活動助成金の贈呈

日本文理大学校友会沖縄支部

日本文理大学硬式野球部およびサッカー部の全国大会出場に
対し助成金を贈呈しました。試合では、卒業生もかけつけてく
ださり、声援を送ってくださいました。
皆様の応援が選手たちの練習への励みとなっています。

2018年９月９日、沖縄地区合同懇親会を沖縄県那覇市ホテル
ロイヤルオリオンにて開催。日本文理大学・日本文理大学医療
専門学校の校友会・後援会会員が参加し、50名を超える会とな
りました。沖縄県出身の卒業生に対する更なる活躍の期待と、
「人や地域のつながり」をキーワードに活発な意見が交わされま
した。
また、11月18日には会
員有志のゴルフコンペが行
われ、懇親会では新たな交
流が生まれたようです。

2018年10月14日に一木祭見学バスツアーを開催しました。
久しぶりに母校へ足を運んでいただく機会として初めて企画。
参加者は、模擬店やステージ企画、チアリーディング部の公演
を楽しみ、恩師との再会
や在学生との交流をとお
して在学中の思い出がよ
みがえってきたようです。

■一木祭見学バスツアー開催
日本文理大学校友会福岡支部

2018年11月17日、第５回地域交流会をＫＫＲホテル熊本に
て開催。2016年の熊本地震から２年、まだ復旧は行われていま
すが、こうして熊本県で旧交を温めることができました。
今回、在校生へのメッ

セージボードを作成。普段
の授業の大切さ、医療現場
での活躍への期待など様々
なメッセージが寄せられま
した。このボードは校内に
飾られ、卒業生と在校生のつながりを深める役割を果たします。
この交流会は、卒業生同士の絆を深め、良い医療を提供するため
の情報交換の場として毎年開催しますので、ぜひご参加ください。

■2018年度地域交流会開催（熊本）
日本文理大学医療専門学校校友会

活 動 報 告

■沖縄支部合同懇親会開催

文理学園校友会・日本文理大学校友会

きゅうらぎ
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